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1． はじめに 

 環境・健康意識の高まりや違法駐輪の問題に対して，

近年，我が国においてもシェアサイクルシステムを導

入する地域が増加している．その一方で，円滑なシス

テムとして導入・運営が行われている成功例は決して

多くはない．既往の研究 1)では，この点に関して，シ

ェアサイクルシステムは導入地域の特性に強く影響を

受けることから，仮に成功事例を他の地域にそのまま

展開しても成功しない．そのため，持続的に運営され

ている事例も少ないと言及している．シェアサイクル

システムの持続的運営には，導入地域の特性を把握し，

その地域に応じたサイクルポートや利用時間，料金等

を考慮したシステムの構築が必要不可欠である． 

本研究では，全国 6 大学で導入されているシェアサ

イクルシステム COGOO サービスのうち，京都大学吉

田地区での導入事例に着目し，利用実態データを用い

て，行動パターンより利用者類型化し，利用者の特性

把握を行うことを目的とする．本研究の分析結果は，

持続可能な COGOO サービス構築への寄与となると考

えている． 

 

2． 分析対象地域及び利用データ概要 

 本研究では，京都大学吉田地区において展開されて

いた，学生及び職員が利用可能な学内シェアサイクル

システム COGOO を対象とする．ここで「展開されて

いた」と記載したのは，2016 年 2 月時点で，利用マナ

ー問題より運営停止を余儀なくされているためである． 

京都大学吉田地区は，大きく分けて 4 つのエリアか

ら構成されており，ステーション名と所属エリアに関

しては表 1 に示す． 

利用実態データは，2014 年 3 月 13 日～2015 年 3 月 

31 日（約 1 年間）であり，その間の利用者数は 1,281

人，総トリップ数は 14,028，自転車 1 台あたりの回転

率は 0.84 と低調である．利用実態データのデータ項目

は，利用者 ID，所属学部，学年，性別，利用開始日時，

返却日時，利用開始場所，返却場所，利用時間である． 

京都大学吉田地区で導入されている COGOO の利用

可能時間は原則 1 時間である．利用可能時間の超過に

対しては，2 時間を超過しても返却されない場合，利

用規則上は 1 週間の利用禁止という罰則が与えられる

こととなっているが，罰則は執行されていないことが

データ，並びにシステム管理者へのヒヤリングからも

明らかになった．この影響もあり，総利用の約 4割が 1

時間以上の違反利用となっている． 

 

3． トリップ形態別・時間帯別利用回数分布 

利用時間帯の把握を試みるにあたり，トリップ形態

を定義する．本研究では，自転車の借出と返却ステー

ションが同一構内にある場合を roundトリップ，異なる

場合を one way トリップとする．なお，違反率は round

トリップで 50.8%，one way トリップで 24.6%と大きく

異なっていることがデータより示されている． 

図 1 はトリップ形態別・利用時間帯別利用回数分布

であり，講義開始及び終了時刻の利用が多いことが確

認できる． 

表 1 ステーション名及び所属エリア 

 

 
図 1 トリップ形態別・時間帯別利用回数分布 
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4． 利用者行動パターンに基づく類型化 

本章では，行動パターンに基づく利用者の類型化を

行う．類型化にあたり，前節で着目したトリップの種

類，違反利用であるか否か，利用時間区分，利用回数

を考慮し，表 2 に示す変数を設定した． 

類型化は，k-means 法を用いた．その際，two step ク

ラスター分析を先行して行い，2～15 のうち BIC が最

小であった 6 をクラスター数として採用した．同一ク

ラスターに属する利用者の各変数の平均値，及び回数

ダミーを用いたレーダーチャートが図 2 である．ま

た，図 2 より読み取れる特性により，命名した各クラ

スターの呼称とその構成人数を表 3 に示す．これらの

結果から，利用目的は多岐に渡ることが伺える． 

図 3 はクラスター別所属区分であり，クラスター2

と 6 では，退会者の割合が高いことが分かる．図 4 は

クラスター別自転車流出入台数であり，吉田南総合館

東側においてその 2 つのクラスターでの自転車流出が

多いことが分かる． 

この 2 つの結果から，クラスター2と 6で退会者が多

い要因は自転車流出による当該ステーションにおける

自転車の不足が考えられる．この点を解決するために

は，自転車流入が多いステーションの自転車を吉田南

総合館東側に分配することが有効であると考えられる． 

表 2 クラスター分析に用いた変数 

 

 
図 2 クラスター分析の結果 

表 3 クラスターの呼称と構成人数 

 

また，流出入が見られない医学部本館管理棟西側に

着目すると，全利用に対して，当該ステーションが利

用開始場所となっている割合は 1%と低調となっている．

また，附属図書館南側でも 0.7%と低調となっているこ

とが利用実態より把握ができた．この結果，この 2 つ

のステーションは再配置が必要であると考えられる． 

 

5． おわりに 

 本研究は，京都大学吉田地区で導入されていたシェ

アサイクルシステムの利用実態データを用いた利用者

類型化を行った．その結果，COGOO の利用目的は多

岐に渡り，仕事や授業のためだけに利用されているの

ではないことが把握できた．また，再開時の利用促進

に向けて有効であると考えられる解決策を提示した． 

 一方で，本研究で提示した解決策を実行する際の人

件費などは考慮できていない．提示した解決策をどの

程度実行できるのか，経済的な制約を考慮することが

必要である． 
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図 3 所属別の構成比 

 
図 4 自転車流出入台数 
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